
概要

導⼊の流れ 実施体制

主な温泉熱利⽤⽅法の シ ス テ ム図

熱供給集中配湯

ボイラー使用分

湯野浜温泉
温泉の集中管理により周辺施設へ温泉供給を実施している。

また、その温泉（60℃程度）を熱源としてヒートポンプを用いて温水を作り、周辺旅館等に温泉

の配湯とあわせて温水の供給を行うとともに、各施設の温泉量制御による浴槽加温、熱源機器の高

効率化等も同時に実施することで、省エネルギー化を実現している。

所 在 地 山形県鶴岡市

泉 質 塩化物泉

温泉温度 65℃

利用温度 65℃

利用温泉 既存温泉

総事業費 11億5,000万円 (一部補助金あり)

水

温泉

低 高

湯野浜温泉源泉(有)

湯野浜源泉設備保有㈱
鶴岡市+旅館(11軒)
湯野浜温泉源泉(有)

(熱供給)

鶴岡市（公衆浴場)
旅館(11軒)

温泉供給

実施主体

熱需要

湯野浜温泉源泉(有)
源泉管理
資金管理

湯野浜源泉設備保
有㈱
設備所有・管理

鶴岡市
行政連携

湯野浜温泉旅館協
同組合
地域連携等

協 力

検討開始

H26

地元との
合意形成

H27

補助金検討

H26

補助金申請

H28.4

供用開始

H29.4

温泉供給

熱供給

補助金
自己負担
融資等

金 融

資金援助

協力依頼

協力

熱供給

貯湯槽 貯湯槽
（予熱）

貯湯槽
給水

貯湯槽

65℃

65℃

60℃

35℃

44℃

70℃52℃

25℃

予熱温泉熱交換器
315kW

温泉熱交換器
374kW

温調熱交換器
160kW

温調冷却塔
160kW

熱交換器

ヒートポンプ

温泉

温泉

50℃

集中配湯

※ ランニングコスト削減効果、 CO2排出量削減効果、投資回収
年数はヒアリング先による推定値 （重油、灯油等使用量削減
による効果）

ボイラー使用分

65℃




